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	応用
	抗原情報
	背景
	ネトリンはラミニン関連分泌タンパク質ファミリーに属する。この遺伝子の機能はまだ解明されていないが、発生過程における軸索誘導と細胞移動に関与していると考えられている。ネトリンの変異や発現欠損は、ネトリンの変異が癌の発生に関与している可能性を示唆している。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：NTN1遺伝子の欠損は、一部の神経芽腫と関連している。,機能：ネトリンは中枢神経系の交連軸索と末梢運動軸索の誘導を制御する。DCC受容体または一部のUNC5受容体との結合は、それぞれ軸索の誘引または反発を引き起こす。また、アポトーシスの開始を阻害する受容体との結合を介して、生存因子としても機能する。アポトーシスを調節することにより、大腸がんの発生に関与する。,類似性：ラミニンN末端ドメインを1つ含む。,類似性：NTRドメインを1つ含む。,類似性：ラミニンEGF様ドメインを3つ含む。,サブユニット：受容体（DCC、UNC5A、UNC5B、UNC5C、そしておそらくUNC5D）に結合する。,組織特異性：成人の正常組織に広く発現しており、心臓、小腸、結腸、肝臓、前立腺で最も高い発現を示す。脳腫瘍および神経芽腫では発現が低下する。,
	研究分野
	軸索ガイダンス;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における Netrin-1 抗体の免疫組織化学分析。
	

	Netrin-1 抗体を使用した COS7 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	1：1000に希釈したNetrin-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：1000希釈のネトリン-1ポリクローナル抗体を用いたCOS7細胞のウェスタンブロット解析

